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※その他
・分担金及び負担金	 0.5％
・財産収入	 0.1％
・寄 付 金	 0.3％
計　1億77万円

※ここに記載の数字は 1万円未満を端数処理してあります。

対前年度比対前年度比 20.120.1％％増増

を  を  認定認定！！
決算議会

9月1日〜13日
13日間

９月定例会

一般会計
歳入総額	 111億8382万3999円
歳出総額	 103億3778万0830円

差 引 額	 8億4604万3169円

町民1人当たりの
支　出　額

○一般会計
　約94万3千円
○特別会計を含むと
　約142万5千円
　が使われました。

グラフ青色
依存財源 71.5％
79億9562万円

歳入合計
111億8382万円

歳出合計
103億3778万円

・議会費  　0.7%
・労働費  　0.0%
計　6861万円

地方交付税
37.4%

41億8766万円

国庫支出金
19.0%

21億2302万円

町債6.9%
7億7251万円

繰越金　7.6%
8億5325万円

繰入金5.1%
5億6599万円

その他※0.9%
1億77万円 諸収入1.0%

1億980万円

町税13.2%
14億7865万円

地方消費税交付金
2.6%

2億8580万円

県支出金4.3%
4億7792万円

その他交付金0.4%
5254万円

使用料及び手数料0.7%
7974万円

地方譲与税0.9%
9617万円

（千円以下切捨て）

総務費33.5%
34億6733万円

民生費19．９%
20億5750万円

教育費12.1%
12億5402万円

土木費8.2%
8億5265万円

衛生費7.9%
8億2156万円
衛生費7.9%
8億2156万円

消防費2.0%
2億713万円

商工費1.1%
1億1427万円

災害復旧費0.7%
6847万円

農林水産業費2.9%
3億210万円

公債費6.6％
6億8630万円

諸支出金4.2%
4億3784万円

歳入合計
111億8382万円

歳出合計
103億3778万円

・議会費  　0.7%
・労働費  　0.0%
計　6861万円

地方交付税
37.4%

41億8766万円

国庫支出金
19.0%

21億2302万円

町債6.9%
7億7251万円

繰越金　7.6%
8億5325万円

繰入金5.1%
5億6599万円

その他※0.9%
1億77万円 諸収入1.0%

1億980万円

町税13.2%
14億7865万円

地方消費税交付金
2.6%

2億8580万円

県支出金4.3%
4億7792万円

その他交付金0.4%
5254万円

使用料及び手数料0.7%
7974万円

地方譲与税0.9%
9617万円

（千円以下切捨て）

総務費33.5%
34億6733万円

民生費19．９%
20億5750万円

教育費12.1%
12億5402万円

土木費8.2%
8億5265万円

衛生費7.9%
8億2156万円
衛生費7.9%
8億2156万円

消防費2.0%
2億713万円

商工費1.1%
1億1427万円

災害復旧費0.7%
6847万円

農林水産業費2.9%
3億210万円

公債費6.6％
6億8630万円

諸支出金4.2%
4億3784万円

グラフ緑色
自主財源 28.5％
31億8820万円
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歳出歳出
総額総額

令和２年度一般会計決算令和２年度一般会計決算

103103 億億 37783778 万 円万 円
●町債（借金）の累積残額
　＊一般会計	 56億8711万2千円
　　 町民一人当たり	 51万9千円
　＊特別会計	 49億4269万6千円
　　 町民一人当たり	 45万1千円
　＊合　　計	 106億2980万8千円
　　 町民一人当たり	 ９7万1千円
●基金（預金）の累積残額
　＊預　　金	 84億7432万2千円
　　 町民一人当たり	  77万3千円
＊��町民１人当たりの金額は、3年4月1日現在の
　人口10,957人による。

【実質収支】歳入から歳出と翌年度に繰り越すべき財源を
引き、残った金額。多ければ多いほど財政に余裕がある。

【自主財源と依存財源】地方公共団体の収入にはみずか
ら徴収する収入と国など他の公共団体から受入れる収
入とがあり、前者を自主財源、後者を依存財源と呼ぶ。
前者には地方税のほか使用料、手数料、分担金、負担金、
寄付金、財産収入、収益事業収入などがあり、後者には
地方交付税、地方譲与税、国庫支出金などがある。

【投資的経費】道路、橋、公園、学校、公営住宅の建設など、
社会資本の整備に要する経費のこと。普通建設事業費、
災害復旧事業費から構成される。

　

決
算
収
支
は
、実
質
収
支
に
お
い
て
、黒
字
決
算
と
な
っ
て
い
る
。

　

歳
入
は
、前
年
比
17
億
２
０
５
２
万
円（
18.2
％
）の
増
加
。こ
れ

は
、新
型
コ
ロ
ナ
対
策
事
業
と
し
て
国
庫
支
出
金
が
増
加
し
た

た
め
。個
人
町
民
税
、法
人
町
民
税
は
、新
型
コ
ロ
ナ
の
影
響
に

よ
り
減
額
。固
定
資
産
税
は
、企
業
の
設
備
投
資
の
増
加
に
よ
り

増
額
。町
税
全
体
の
課
税
状
況
は
、前
年
比
１
億
１
５
５
０
万
円

（
7.9
％
）の
増
額
と
な
り
、依
存
財
源
の
地
方
交
付
税
は
、前
年
比

８
２
９
４
万
円（
1.9
％
）の
減
額
と
な
っ
た
。

　

歳
出
面
に
つ
い
て
は
、義
務
的
経
費
が
前
年
に
比
べ
４
億
７
９
１
２

万（
17.9
％
）の
増
加
。こ
れ
は
、臨
時
職
員
人
件
費
の
科
目
変
更
と
起

債
の
繰
上
償
還
の
た
め
。投
資
的
経
費
は
、社
会
資
本
総
合
整
備
事

業
は
減
っ
た
も
の
の
、単
独
事
業
の
公
共
施
設
整
備
事
業
の
増
工
に

よ
り
、前
年
に
比
べ
２
億
２
３
２
６
万
円(

20.3
％
）の
増
加
と
な
っ
た
。

　

厳
し
い
財
政
状
況
の
中
で
限
ら
れ
た
財
源
を
有
効
に
活
用
す

る
た
め
、職
員
一
人
ひ
と
り
が
各
々
の
事
業
等
の
目
的
・
必
要
性
、

投
資
効
果
等
を
十
分
に
検
討
し
、是
正
・
改
善
等
の
見
直
し
に
積

極
的
に
取
り
組
む
必
要
が
あ
る
。

事業の投資的効果を検討すべし

決算審査意見・指摘事項
代表監査委員　中　澤　俊　雄

一般会計の主な目的別歳出のなかみ 下記金額は町民 1人当たりの金額を表します。

民生費：18万7780円
障害者、高齢者の福祉サービス、
保育所、生活保護などの経費

公債費：6万2636円
借りたお金 ( 町債 ) の元利返済に
かかる経費（一般会計）

総務費：31万6449円
庁舎や財産の維持管理、税金の徴
収、戸籍管理などの経費

教育費：11万4449円
学校教育、生涯学習の充実などに
かかる経費

衛生費：7万4980円
健康増進、疾病予防、環境保全な
どの経費

土木費：7万7818円
道路、河川、公園など社会資本基
盤整備などの経費
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伊
い と う

藤　達
た つ み
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す
べ
て
の
施
策
は
人
口
減
少
抑
止
の
た
め
に
あ
る
べ
き
だ
が

ま
ち･

ひ
と･

し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
を
さ
ら
に
推
進
す
る

問　

総
務
省
が
６
月
25
日
公
表
し

た
国
勢
調
査
速
報
値
で
は
、
本

町
の
人
口
減
少
率
は
、前
回（
平

成
27
年
）と
比
較
し
て
、15.9
％
、

２
０
１
４
人
減
で
あ
る
。

　
　

人
口
減
少
は
地
域
力
の
低

下
、
す
な
わ
ち
、
地
域
の
総
合

的
な
力
の
衰
退
を
意
味
す
る
。

　
　

か
か
る
現
状
を
他
人
事
だ
と

傍
観
し
て
い
て
は
い
け
な
い
。

　
　

あ
ら
ゆ
る
町
の
施
策
は
「
人

口
減
少
抑
止
の
た
め
に
あ
る
」

を
基
本
原
則
と
し
て
、
町
民
・

町
当
局
・
議
会
が
一
体
と
な
り
、

「
希
望
と
活
力
に
満
ち
た
ま
ち

づ
く
り
」
を
、
推
進
し
て
行
く

必
要
が
あ
る
と
思
う
が

町
長　

本
町
の
人
口
は
、
昭
和
22

年（
１
９
４
７
年
旧
３
町
合
算
）

の
４
万
91
人
を
ピ
ー
ク
に
減
少

を
続
け
て
お
り
、
令
和
２
年
度

国
勢
調
査
で
は
、
１
万
６
５
５

人
で
あ
っ
た
。

　
　

急
激
に
進
行
す
る
人
口
減
少

は
、将
来
的
に
経
済
・
産
業
活
動

や
生
活
関
連
サ
ー
ビ
ス
の
縮
小
、

社
会
保
障
費
の
増
加
、地
域
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
機
能
の
低
下
な
ど
、社

会
に
様
々
な
影
響
を
及
ぼ
す
。

　
　

本
町
で
は
、平
成
26
年
に
制

定
さ
れ
た「
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご

と
創
生
法
」の
基
本
理
念
に
の

っ
と
り
、人
口
の
減
少
に
歯
止

め
を
か
け
る
こ
と
を
目
指
し
、

ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総

合
戦
略
を
策
定
し
た
。町
民
各

層
か
ら
参
加
を
え
て
組
織
し
た

総
合
戦
略
推
進
委
員
会
に
よ

り
、企
業
誘
致
等
に
よ
る
雇
用

の
確
保
や
子
育
て
支
援
の
充
実

な
ど
が
図
ら
れ
て
き
た
。

　
　

人
口
減
少
の
流
れ
を
断
ち
切

り
歯
止
め
を
か
け
る
こ
と
は
容

易
で
は
な
い
が
、
町
民
ア
ン
ケ

ー
ト
に
よ
り
、
町
の
人
口
規
模

は
１
万
人
以
上
を
維
持
し
た
い

と
い
う
希
望
を
叶
え
て
い
く
た

め
に
も
、
町
民
・
町
・
議
会
が

同
じ
方
向
を
向
い
て
一
体
と
な

り
、
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創

生
総
合
戦
略
を
よ
り
一
層
力
強

く
推
進
し
て
い
く
。

新
た
な
ま
ち
づ
く
り
構
想

問　

公
共
施
設
を
町
中
心
域
へ
の

移
転
に
伴
う
新
た
な
ま
ち
づ
く

り
構
想
は

町
長　

公
共
施
設
の
整
備
に
あ
た

っ
て
は
、
社
会
状
況
や
財
政
状

況
も
踏
ま
え
る
中
で
、
事
業
の

効
果
や
効
率
性
に
つ
い
て
十
分

検
討
す
る
と
と
も
に
、
既
存
の

公
共
施
設
の
統
合
な
ど
の
有
効

利
用
等
を
総
合
的
に
勘
案
し
、

町
民
の
利
便
性
も
重
視
し
た
な

か
で
、
整
備
を
行
う
こ
と
が
必

要
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

　
　

本
庁
舎
は
、
合
併
時
に
お
い

て
当
分
の
間
は
旧
中
富
町
役
場

に
置
き
、
新
庁
舎
建
設
の
検
討

を
行
う
こ
と
と
し
て
い
る
が
、

現
在
の
庁
舎
は
富
士
川
の
川
幅

が
狭
い
護
岸
に
位
置
す
る
こ
と

か
ら
、
昨
今
の
異
常
気
象
に
よ

り
豪
雨
災
害
に
見
舞
わ
れ
る
危

険
性
が
高
く
、
災
害
拠
点
の
役

割
も
担
う
た
め
、
安
全
な
場
所

へ
の
移
転
を
検
討
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
状
況
に
あ
る
。

　
　

少
子
高
齢
化
に
よ
る
人
口

減
少
に
伴
い
、
分
散
す
る
公
共

施
設
を
町
の
中
心
に
集
約
す
る

こ
と
で
、
行
政
の
効
率
化
や
町

民
の
利
便
性
の
確
保
向
上
を
図

る
、
コ
ン
パ
ク
ト
な
ま
ち
づ
く

り
が
必
要
に
な
っ
て
い
る
。

　
　

中
学
校
の
移
転
を
は
じ
め
と

し
、
本
庁
舎
移
転
の
検
討
も
進

め
、
必
要
な
地
域
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
を
確
保
し
つ
つ
、
本
町
の
社

会
状
況
に
併
せ
て
段
階
的
に
進

め
て
い
き
た
い
。

ここが聞きたい！ここが聞きたい！

一般質問一般質問

一般質問

問答

富士川際の役場本庁舎
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町
は
ウ
ッ
ド
チ
ェ
ン
ジ
に
取
り
組
ん
で
い
る
か

中
学
校
建
設
や
公
共
施
設
建
設
に
木
材
使
用
を
積
極
的
に
進
め
る

問　

林
野
庁
は
、
山
林
は
地
球
温

暖
化
防
止
の
一
助
に
な
っ
て
い

る
だ
け
で
な
く
災
害
防
止
の
役

割
も
担
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と

で
、
木
材
使
用
（
＊
ウ
ッ
ド
チ

ェ
ン
ジ
）
と
森
林
保
護
を
進
め

て
い
る
。
本
町
で
は
ど
う
か

産
業
課
長　

国
は
、地
球
温
暖
化

対
策
、地
方
創
生
、働
き
方
改
革

な
ど
の
社
会
問
題
に
対
応
し
た

取
り
組
み
と
し
て
循
環
資
源
で

あ
る
森
林
や
木
材
の
使
用
を
促

進
す
る
ウ
ッ
ド
チ
ェ
ン
ジ
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
を
進
め
て
い
る
。県

は
県
産
木
材
利
用
促
進
条
例
を

制
定
し
産
官
民
が
協
力
し
て
木

材
利
用
を
促
進
し
て
い
る
が
、

本
町
で
は
新
中
学
校
や
新
た
な

公
共
施
設
の
建
設
に
積
極
的
に

木
材
を
使
用
す
る
方
向
で
進
め

て
い
る
。

問　

コ
ロ
ナ
対
応
に
成
功
し
た
中

国
や
ワ
ク
チ
ン
接
種
が
順
調
な

ア
メ
リ
カ
な
ど
で
は
住
宅
建
築

需
要
が
拡
大
し
て
お
り
、
必
要

な
木
材
の
50
％
を
輸
入
に
頼
っ

て
い
る
。
日
本
で
は
輸
入
価
格

が
23
％
も
上
昇
し
て
住
宅
建
築

が
大
幅
に
遅
れ
て
い
る
。国
は
、

大
手
木
材
関
連
業
者
だ
け
で
な

く
中
小
の
業
者
や
工
務
店
に
も

国
産
木
材
の
安
定
供
給
の
仕
組

み
づ
く
り
に
協
力
を
呼
び
か
け

て
い
る
が
、
町
に
も
そ
の
よ
う

な
働
き
か
け
は
あ
っ
た
の
か

産
業
課
長　

本
町
で
は
、
森
林
経

営
管
理
制
度
、
全
体
計
画
策
定

業
務
に
よ
り
森
林
資
源
の
実
態

を
把
握
し
、
施
業
可
能
な
情
報

を
提
供
す
る
こ
と
で
町
産
材
の

供
給
促
進
に
つ
な
げ
て
い
き
た

い
。

問　

町
長
は
、
中
学
校
建
設
に
用

い
る
木
材
の
一
部
を
身
延
山
か

ら
の
寄
付
に
よ
る
と
述
べ
て
い

る
が
、
木
材
の
温
か
み
、
強
さ
、

使
い
や
す
さ
を
子
供
た
ち
に
伝

え
る
こ
と
で
、
こ
の
事
業
を
森

林
の
保
全
に
つ
な
げ
る
こ
と
が

で
き
る
か

町
長　

正
面
玄
関
の
シ
ン
ボ
ル
と

な
る
大
柱
な
ど
、身
延
町
産
の

木
材
を
ふ
ん
だ
ん
に
活
用
す
る

こ
と
で
、生
徒
た
ち
に
対
し
て

地
球
温
暖
化
の
防
止
な
ど
の
環

境
問
題
、町
の
豊
か
な
森
林
、林

業
へ
の
関
心
を
深
め
る
契
機
と

な
る
も
の
と
期
待
し
て
い
る
。

三
沢
〜
市
之
瀬
バ
イ
パ
ス

問　

６
月
議
会
に
大
道
川
の
氾
濫

で
付
近
の
町
道
に
水
が
あ
ふ
れ

た
こ
と
を
理
由
に
三
沢
地
区
の

住
民
か
ら
「
県
道
割
子
切
石
線

の
新
バ
イ
パ
ス
建
設
」
と
「
大

道
川
の
改
修
工
事
に
関
す
る
請

願
書
」
が
出
さ
れ
た
。

　
　

大
道
川
の
改
修
が
主
目
的

で
あ
る
べ
き
な
の
に
、
な
ぜ
新

バ
イ
パ
ス
の
建
設
が
前
に
出
て

い
る
の
か
。
以
前
、
前
町
長
が

下
部
地
区
の
住
民
の
署
名
を

集
め
て
「
中
富
イ
ン
タ
ー
か
ら

３
０
０
号
線
を
結
ぶ
道
を
」
と

い
う
請
願
を
出
し
た
が
、
我
々

は
、
三
沢
〜
市
之
瀬
の
優
先
順

位
が
変
化
し
て
は
困
る
と
い
う

住
民
の
意
向
を
く
ん
で
ほ
し
い

と
い
う
願
い
で
、
先
日
町
長
を

訪
問
し
た
。
改
め
て
優
先
順
位

を
確
認
し
た
い

建
設
課
長　

本
町
に
は
「
三
沢
〜

市
之
瀬
バ
イ
パ
ス
」の
ほ
か
に
、

「
下
田
原
〜
市
之
瀬
バ
イ
パ
ス
」

「
割
子
切
石
線
バ
イ
パ
ス
」、「
新

飯
富
橋
建
設
」
な
ど
の
要
望
が

出
さ
れ
て
い
る
。
い
ず
れ
も
地

域
活
性
化
、
観
光
振
興
、
災
害

時
の
避
難
等
に
大
き
く
寄
与
す

る
と
考
え
る
。

　
　

山
梨
県
社
会
資
本
整
備
計
画

に
組
み
入
れ
て
も
ら
う
こ
と
が

必
要
だ
が
、
特
に
「
三
沢
〜
市

之
瀬
バ
イ
パ
ス
」に
つ
い
て
は
、

１
万
人
以
上
の
署
名
を
重
く
受

け
止
め
、
今
後
も
引
き
続
き
県

に
要
望
し
て
い
く
。

一般質問

芦
あしざわ

澤　健
たけひろ

拓 議員

※町ホームページの議会映像から
一般質問の様子等が閲覧できます。

問答

※ウッドチェンジ
　木材を利用す
ることの意義を
広め、木材利用を
拡大していくこと
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問　

明
日
の
山
梨
を
支
え
て
い
く

の
は
、
今
、
生
き
て
い
る
子
ど

も
た
ち
で
あ
る
。

　
　

県
は
子
ど
も
に
か
か
る
様
々

な
今
日
的
な
課
題
に
適
切
に
対

応
し
、
効
果
的
に
推
進
し
て
い

く
た
め
に
２
年
３
月
、
新
た
に

「
や
ま
な
し
子
ど
も
・
子
育
て

支
援
プ
ラ
ン
」
を
策
定
し
て
い

る
。

　
　
「
保
護
者
の
貧
困
」
は
子
ど

も
の
貧
困
に
つ
な
が
り
、
心
に

不
安
定
を
抱
え
る
保
護
者
も
多

く
、
余
裕
が
な
い
状
況
が
続
け

ば
、
虐
待
等
の
新
た
な
リ
ス
ク

に
も
つ
な
が
り
か
ね
な
い
。
大

人
は
、
そ
の
子
ど
も
た
ち
が
未

来
を
拓
い
て
い
け
る
よ
う
に
応

援
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

　
　

直
近
の
本
町
の
生
活
実
態
調

査
に
つ
い
て
の
結
果
と
、
本
町

の
傾
向
と
見
解
を
伺
う

子
育
て
支
援
課
長　

本
町
で
子
ど

も
の
生
活
状
況
に
関
す
る
実
態

調
査
を
実
施
し
た
の
は
、
29
年

10
月
か
ら
11
月
に
か
け
て
、
回

収
率
が
低
か
っ
た
事
も
あ
り
、

必
ず
し
も
本
町
の
実
態
を
反
映

し
て
い
る
と
は
言
え
な
い
面
も

あ
ろ
う
か
と
思
う
が
、
貧
困
率

が
22.3
％
と
な
っ
て
い
る
。
国
の

貧
困
率
は
、
27
年
度
が
13.9
％
、

山
梨
県
の
貧
困
率
、
29
年
度
が

10.6
％
と
比
較
す
る
と
、
総
体
的

に
高
い
と
推
測
し
て
い
る
。

　
　

分
析
の
結
果
、
貧
困
線
に
満

た
な
い
世
帯
で
は
４
人
に
１
人

が
生
活
の
た
め
の
収
入
が
足
り

て
い
な
い
と
感
じ
て
い
る
。
大

変
厳
し
い
状
況
が
伺
え
る
が
、

こ
の
調
査
後
も
子
育
て
支
援
課

と
し
て
は
、
保
育
料
・
副
食
費

の
無
償
化
、
子
ど
も
の
イ
ン
フ

ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
費
用
助
成

事
業
、
入
院
時
食
事
療
養
費
助

成
、
乳
幼
児
お
む
つ
購
入
費
助

成
事
業
な
ど
新
規
事
業
も
取
り

入
れ
て
き
た
。
小
中
学
生
に
つ

い
て
は
、教
育
委
員
会
に
て
様
々

な
支
援
策
を
講
じ
て
い
る
。
今

後
も
支
援
事
業
に
つ
い
て
調
査
、

検
討
を
行
な
っ
て
い
き
た
い
。

問　

子
ど
も
の
貧
困
対
策
推
進
に

関
す
る
法
律
で
は
、
地
方
公
共

団
体
に
は
地
域
の
状
況
に
応
じ

た
施
策
の
策
定
と
実
施
の
義
務

が
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
。ま
た
、

２
０
１
９
年
の
改
定
で
は
市
町

村
の
計
画
策
定
が
努
力
義
務
と

な
っ
て
い
る
が
本
町
の
現
状
を

伺
う

子
育
て
支
援
課
長　

本
町
で
は
２

年
３
月
、
第
２
期
子
ど
も
・
子

育
て
支
援
事
業
計
画
を
策
定
し

た
。
こ
の
中
に
は
経
済
的
支
援

の
充
実
、
乳
幼
児
教
育
、
学
校

教
育
の
充
実
な
ど
の
項
目
が
盛

り
込
ま
れ
て
お
り
、
様
々
な
支

援
策
を
講
じ
て
い
る
。

　
　

７
年
度
か
ら
計
画
期
間
が
始

ま
る
第
３
期
子
ど
も
・
子
育
て

支
援
事
業
計
画
に
、
さ
ら
に
具

体
的
に
子
ど
も
の
貧
困
対
策
に

関
す
る
大
綱
の
重
点
施
策
で
あ

る
教
育
の
支
援
、
生
活
の
安
定

に
資
す
る
た
め
の
支
援
、
保
護

者
に
対
す
る
職
業
生
活
の
安
定

と
向
上
に
資
す
る
た
め
の
就
労

支
援
、
経
済
的
支
援
の
具
体
的

な
内
容
な
ど
を
組
み
込
ん
で
い

き
た
い
。

問　
「
学
ぶ
楽
し
さ
を
知
り
」、「
学

び
た
い
こ
と
を
学
べ
る
」と
、そ

の
あ
と
の
人
生
が
大
き
く
変
わ

っ
て
く
る
と
言
わ
れ
て
い
る
。

　
　

子
ど
も
の
可
能
性
を
潰
さ
な

い
こ
と
が
、
社
会
に
と
っ
て
大

き
な
財
産
と
な
る
。
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
に
よ
る
経

済
的
な
理
由
で
進
学
を
諦
め
て

い
る
子
ど
も
は
い
な
い
か

学
校
教
育
課
長　

現
在
の
と
こ
ろ

寄
せ
ら
れ
て
い
な
い
。「
学
ぶ

楽
し
さ
を
知
る
」、「
学
び
た
い

こ
と
を
学
べ
る
」
こ
と
は
、
子

ど
も
の
将
来
に
と
っ
て
大
変
重

要
な
こ
と
だ
と
考
え
て
い
る
。

　
　

相
談
が
あ
っ
た
際
は
、
中
学

校
と
連
携
し
進
路
指
導
お
よ
び

キ
ャ
リ
ア
教
育
の
指
導
や
高
校

生
の
支
援
制
度
を
紹
介
す
る
な

ど
、
そ
れ
ぞ
れ
の
ケ
ー
ス
に
応

じ
支
援
し
て
い
く
。

生
活
実
態
調
査「
現
在
の
暮
ら
し
ぶ
り
に
つ
い
て
」の
結
果
は

貧
困
世
帯
の
４
人
に
１
人
が
生
活
費
の
収
入
不
足
と
感
じ
て
い
る

一般質問

野
の

島
じま

　俊
としひろ

博 議員

問答



7　No.68 みのぶ議会だより

問　

本
町
の
観
光
政
策
の
コ
ン
セ

プ
ト
（
基
本
的
考
え
）
は

観
光
課
長　

地
域
の
魅
力
は
、
町

民
が
理
解
す
る
こ
と
で
外
部
に

伝
わ
る
。
地
域
の
資
源
の
価
値

や
魅
力
を
町
民
に
気
付
い
て
も

ら
う
こ
と
が
重
要
。
訪
れ
た
人

が
次
も
来
て
み
た
い
と
思
う
町

に
す
る
。
観
光
を
面
で
取
り
組

む
施
策
を
推
進
す
る
。

問　

身
延
山
、
下
部
温
泉
、
本
栖

湖
な
ど
を
ど
う
整
備
し
て
い
く

考
え
か

観
光
課
長　

身
延
山
門
内
活
性
化

検
討
会
で
門
内
地
域
を
周
遊

す
る
社
会
実
験
を
行
う
。下
部

温
泉
を
ど
の
様
な
温
泉
郷
に
し

た
い
の
か
地
元
の
考
え
を
尊
重

し
、伴
走
型
支
援
を
図
る
。本
栖

湖
は
ア
ウ
ト
ド
ア
が
楽
し
め
る

環
境
整
備
を
検
討
し
て
い
く
。

問　

町
内
の
観
光
拠
点
の
連
携
が

重
要
で
あ
る
が
、
ど
の
組
織
が

進
め
て
い
く
の
か

観
光
課
長　

地
域
の
声
を
く
み

上
げ
、
各
種
団
体
と
連
携
し
町

が
主
体
的
に
推
進
し
て
い
き
た

い
。

問　

ク
ラ
フ
ト
パ
ー
ク
し
だ
れ
桜

の
こ
れ
ま
で
の
費
用
と
、
集
客

を
ど
う
考
え
て
い
る
の
か

観
光
課
長　

28
年
度
か
ら
5
年
間

で
４
億
６
０
７
４
万
円
、
身
延

山
や
ク
ラ
フ
ト
を
回
遊
す
る
な

ど
、
相
乗
効
果
や
事
業
者
の
収

益
が
上
が
る
よ
う
な
仕
組
み
づ

く
り
を
検
討
し
て
い
く
。

問　

し
だ
れ
桜
に
資
源
が
偏
っ
て

い
る
、他
の
場
所
の
整
備
が
進

ん
で
い
な
い
と
感
じ
る
。統
一
感

の
あ
る
ビ
ジ
ョ
ン
、コ
ン
セ
プ
ト

を
創
る
必
要
が
あ
る
と
思
う
が

観
光
課
長　

観
光
協
会
、
商
工
会

へ
の
補
助
金
に
よ
る
町
内
を
活

性
化
す
る
事
業
を
展
開
し
て
い

る
。
観
光
を
面
で
取
り
組
ん
で

い
く
こ
と
を
コ
ン
セ
プ
ト
と
し

て
推
進
し
て
い
く
。

読
解
力
テ
ス
ト

問　

読
解
力
を
計
る
リ
ー
デ
ィ
ン

グ
テ
ス
ト
を
１
学
年
だ
け
で
も

実
施
し
生
徒
の
傾
向
、
実
情
を

調
べ
て
ほ
し
い
が
、
検
討
し
て

は
ど
う
か

教
育
長　

公
的
な
根
拠
が
ま
だ
な

い
こ
と
を
導
入
す
る
こ
と
は
公

的
教
育
で
は
あ
り
え
な
い
こ
と

で
あ
り
、
現
段
階
で
は
実
施
は

考
え
て
い
な
い
。

身
延
中
学
校
建
設

問　

身
延
中
建
設
で
太
陽
光
発
電

シ
ス
テ
ム
導
入
に
よ
る
エ
ネ
ル

ギ
ー
自
給
を
す
る
計
画
は

施
設
整
備
課
長　

身
延
中
学
校
内

の
自
家
消
費
を
想
定
し
た
設
備

と
し
て
実
施
設
計
し
て
い
る
。

防
災
対
策

問　

門
内
の
か
た
く
ま
沢
川
が
暗

渠
に
な
っ
て
い
る
。
以
前
土
砂

で
門
前
町
の
道
路
が
川
に
な
る

被
害
が
あ
っ
た
の
で
大
雨
対
策

で
改
修
が
必
要
で
あ
る
。
ど
こ

の
管
理
か

建
設
課
長　

県
の
一
級
河
川
で
あ

る
。
流
下
能
力
は
お
お
む
ね
確

保
さ
れ
て
い
る
よ
う
だ
が
、
古

い
石
積
み
も
あ
り
、
改
修
、
改

善
を
要
望
し
て
い
く
が
、
県
道

身
延
本
栖
線
と
並
行
し
て
い
る

た
め
、
実
施
に
向
け
て
は
地
域

の
協
力
が
不
可
欠
と
な
る
。

一般質問

観
光
振
興
策
の
コ
ン
セ
プ
ト
は

訪
れ
た
人
が
次
も
来
て
み
た
い
と
思
う
町
に
す
る

田
た な か

中　一
かずやす

泰 議員

問答

しだれ桜（クラフトパーク内）
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問　

65
歳
以
上
の
高
齢
者
の
ワ
ク

チ
ン
接
種
状
況
は

福
祉
保
健
課
長　

8
月
23
日
時
点

で
2
回
接
種
済
み
は
４
８
２
１

人
で
約
9
割
の
高
齢
者
が
接
種

を
終
え
、
当
初
、
心
配
し
た
が
、

重
篤
な
副
反
応
の
出
た
方
は
い

な
か
っ
た
。

問　

保
育
園
や
学
校
関
係
、
デ
イ

サ
ー
ビ
ス
の
職
員
の
ワ
ク
チ
ン

接
種
の
接
種
状
況
は

福
祉
保
健
課
長　

そ
れ
ぞ
れ
合
わ

せ
て
１
６
２
人
が
2
回
の
接
種

を
行
っ
た
。

問　

ワ
ク
チ
ン
が
足
り
な
い
と
聞

い
た
が
64
歳
以
下
の
方
の
ワ
ク

チ
ン
接
種
は
予
定
ど
お
り
で
き

る
の
か

福
祉
保
健
課
長　

当
初
の
ス
ケ
ジ
ュ

ー
ル
と
は
い
か
な
い
が
、よ
う
や

く
ワ
ク
チ
ン
の
供
給
の
目
途
が
立

っ
た
。10
月
中
に
は
町
の
集
団
接

種
で
64
歳
以
下
の
方
の
ワ
ク
チ

ン
接
種
を
終
え
ら
れ
る
予
定
。

問　

妊
婦
さ
ん
と
パ
ー
ト
ナ
ー
の

接
種
は
ど
う
か

福
祉
保
健
課
長　

妊
婦
さ
ん
の
家

庭
に
通
知
し
優
先
的
に
接
種
で

き
る
予
定
。

学
校
通
学
路
の
安
全
確
保
は

問　

千
葉
県
八
街
市
で
下
校
中
の

児
童
5
人
が
ト
ラ
ッ
ク
に
は
ね

ら
れ
死
傷
し
た
事
故
を
受
け
て

の
本
町
の
取
り
組
み
は

学
校
教
育
課
長　

通
学
路
の
確
認

と
安
全
教
育
に
つ
い
て
の
対
応

内
容
の
報
告
書
を
提
出
す
る
よ

う
管
内
の
4
校
に
通
知
し
た
。

問　

危
険
個
所
の
点
検
と
対
策
の

計
画
は

学
校
教
育
課
長　

通
学
路
交
通
安

全
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
基
づ
き
、毎

年
通
学
路
の
危
険
箇
所
の
合
同

点
検
を
実
施
し
対
策
を
検
討
し

て
い
る
が
、効
率
的
・
効
果
的
に

合
同
点
検
を
行
う
た
め
に
重
点

箇
所
を
設
定
し
て
い
る
。
10
月

中
に
合
同
点
検
を
実
施
し
、
11

月
中
に
対
策
の
方
向
性
の
確
認

を
す
る
予
定
だ
が
、
前
倒
し
で

き
る
よ
う
な
ら
早
め
に
実
施
し

た
い
。

問　

町
と
し
て
改
善
計
画
が
具
体

化
さ
れ
て
い
る
箇
所
は

学
校
教
育
課
長　

2
年
度
は
重
点

箇
所
と
し
て
15
カ
所
の
合
同
点

検
を
実
施
し
一
部
改
善
し
た
も

の
を
含
め
6
カ
所
。対
応
中
が
2

カ
所
、検
討
中
が
5
カ
所
、対
応

困
難
な
も
の
は
2
カ
所
で
あ
る
。

静
岡
県
熱
海
市
の
大
規
模

土
石
流
を
受
け
て

問　

多
く
の
町
民
か
ら
不
安
の
声

を
聞
い
た
。
ハ
ー
ド
対
策
と
し

て
砂
防
堰
堤
の
整
備
促
進
が
あ

る
が
造
っ
た
後
、
管
理
を
し
な

い
と
土
砂
が
い
っ
ぱ
い
に
な
り

危
険
な
所
が
あ
る
。
県
と
相
談

し
対
処
を

建
設
課
長　

貴
重
な
意
見
と
し
て

受
け
る
。

問　

危
険
個
所
の
独
自
の
点
検
は

建
設
課
長　

定
期
的
で
は
な
い
が

現
場
の
往
復
で
危
険
個
所
が
あ

れ
ば
目
視
等
で
点
検
し
、
台
風

等
大
雨
の
後
に
は
手
分
け
し
、

危
険
個
所
の
パ
ト
ロ
ー
ル
を
し

て
い
る
。
な
お
、
大
規
模
な
災

害
に
は
必
ず
予
兆
が
あ
る
と
言

わ
れ
て
お
り
、
そ
の
予
兆
を
見

逃
さ
な
い
よ
う
常
日
頃
心
が
け

て
い
る
。

64
歳
以
下
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
は

10
月
中
に
は
町
の
集
団
接
種
で
終
え
ら
れ
る
予
定

一般質問

渡
わたなべ

辺　文
ふみ

子
こ

 議員

問答

接種状況	 令和３年10月 11日現在

区分
人口 １回目 ２回目
(R3.4.1) 接種人数 接種率 接種人数 接種率

65歳
以上 5,411 4,971 91.9% 4,930 91.1%

64歳
以下 5,546 4,251 76.7% 4,183 75.4%

全 体 10,957 9,222 84.2% 9,113 83.2%

※ 64歳以下のうち、12歳以上の小中学生
小6～
中3 235 147 62.6% 147 62.6%
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問　

３
年
度
の
団
員
数
は
何
人
か

交
通
防
災
課
長　

６
月
１
日
現
在　

６
４
３
人
。

問　

団
員
報
酬
と
出
動
手
当
が
あ

る
が
そ
の
内
容
は

交
通
防
災
課
長　

当
初
予
算
ベ
ー

　

ス
で
、
団
員
報
酬
は
１
０
９
１
万

　

５
千
円
、
出
動
手
当
は
４
２
４

　

万
８
千
円
。

問　

消
防
団
の
出
動
回
数
は

交
通
防
災
課
長　

　

元
年
度　

合
計
１
１
２
回

　

2
年
度　

合
計
31
回

問　

近
隣
町
で
は
報
酬
を
引
き
上

げ
た
と
こ
ろ
が
あ
る
が

交
通
防
災
課
長　

南
部
町
で
は
３

年
４
月
１
日
か
ら
団
員
報
酬
を

１
万
円
か
ら
１
万
５
千
円
に
改

訂
し
た
が
、
出
動
手
当
て
は
改

訂
し
な
か
っ
た
。
こ
の
他
近
隣

の
町
村
で
は
団
員
報
酬
と
出
動

手
当
に
つ
い
て
検
討
に
入
っ
て

い
る
と
聞
い
て
い
る
。

問　

団
員
の
苦
労
に
報
い
る
為
に

報
酬
の
引
き
上
げ
を
し
て
あ
げ

た
い
と
思
う
が

交
通
防
災
課
長　

団
員
報
酬
と
出

動
手
当
が
引
き
上
げ
ら
れ
る
よ

う
に
関
係
課
と
検
討
し
て
い
る
。

定
住
促
進

問　

空
家
バ
ン
ク
の
登
録
件
数

と
、
問
い
合
わ
せ
件
数
、
登
録

件
数
に
対
す
る
成
約
件
数
の
割

合
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
に
分

析
し
て
い
る
か

企
画
政
策
課
長　

20
年
度
か
ら
３

年
８
月
末
ま
で
に
１
４
３
件
が

登
録
さ
れ
て
お
り
、
成
約
件
数

は
累
計
で
売
買
が
35
件
、
賃
貸

が
67
件
、
合
計
１
０
２
件
、
成

約
件
数
の
割
合
は
、
元
年
度
末

で
は
登
録
１
２
９
件
に
対
し
て

82
件
の
成
約
で
成
約
率
63.6
％
、

２
年
度
末
で
登
録
１
４
２
件
に

対
し
て
96
件
の
成
約
で
67.6
％
。

今
後
も
同
様
に
推
移
す
る
も
の

と
考
え
て
い
る
。

　
　

制
度
を
通
じ
た
移
住
の
実
績

は
、
元
年
度
に
４
世
帯
８
人
、

２
年
度
に
３
世
帯
５
人
、
過
去

５
年
の
平
均
は
6.6
人
。

　
　

制
度
に
よ
る
一
定
の
成
果
が

得
ら
れ
て
い
る
の
で
今
後
も
鋭

意
取
り
組
み
を
進
め
て
い
く
。

問　

町
営
・
町
有
住
宅
の
内
訳
と　

そ
れ
ら
は
将
来
的
に
ど
の
よ
う

に
活
用
す
る
の
か

建
設
課
長　

町
営
住
宅
14
団
地

１
９
６
戸
、
町
有
団
地
１
団
地

60
戸
。
様
々
な
課
題
に
対
応
し

て
い
く
た
め
に
、
建
替
え
や
計

画
的
な
修
繕
に
よ
り
長
寿
命
化

を
図
る
住
宅
の
判
別
な
ど
、
政

策
空
家
も
含
め
て
、
効
率
的
・

効
果
的
な
運
営
を
行
っ
て
い
き

た
い
。

問　

今
後
、
公
営
住
宅
の
建
設
に

は
共
同
住
宅
で
は
な
く
、
戸
建

て
住
宅
と
し
、
住
み
続
け
た
ら

適
切
な
価
格
で
払
い
下
げ
る
こ

と
が
出
来
る
住
宅
を
建
設
し
た

ら
ど
う
か

建
設
課
長　

い
ろ
い
ろ
な
課
題
が

あ
る
の
で
、払
い
下
げ
る
こ
と
は
、

今
の
と
こ
ろ
考
え
て
い
な
い
。

自
然
災
害
対
策

問　

公
共
工
事
の
建
設
残
土
等
を

埋
め
立
て
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

が
、
災
害
防
止
の
観
点
か
ら
規

制
や
調
査
等
検
討
し
て
い
る
か

建
設
課
長　

今
回
の
熱
海
の
災
害

を
受
け
、町
長
の
指
示
に
よ
り
、

下
流
に
人
家
等
影
響
の
恐
れ
が

あ
る
個
所
を
中
心
に
調
査
を
開

始
し
た
。

一般質問

消
防
団
員
の
出
動
手
当
の
増
額
を

引
き
上
げ
ら
れ
る
よ
う
に
関
係
課
と
検
討
し
て
い
る

赤
あかいけ

池　 朗
　あきら

 議員

問答

懸命に消火する団員
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▼
認
定
第
１
号

　

一
般
会
計
決
算

身
延
支
所
関
係

問　

５
年
に
健
康
増
進
施
設
の
運

営
が
開
始
さ
れ
る
が
、
高
齢
者

保
養
施
設
「
門
野
の
湯
」
は
今

後
ど
の
よ
う
に
運
営
す
る
の
か

答　

公
共
施
設
在
り
方
検
討
委
員

会
で
は
、
当
面
直
営
で
維
持
管

理
を
行
っ
て
い
く
こ
と
に
な
っ

て
い
る
。
21
年
に
大
規
模
改
修

を
行
っ
た
が
、
建
物
の
老
朽
化

が
進
ん
で
お
り
修
繕
費
も
増
え

て
い
る
。
健
康
増
進
施
設
運
営

開
始
後
の
利
用
者
の
推
移
を
み

な
が
ら
検
討
と
協
議
を
行
う
。

町
民
課
関
係

問　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
交

付
枚
数
と
交
付
率
は 

答　

３
年
７
月
31
日
現
在
、
３
７

　

５
８
枚
で
33.6
％
で
あ
る
。

問　

中
長
期
在
留
者
と
は
。
主
な

国
と
人
数
は

答　

日
本
人
の
配
偶
者
も
含
ま
れ

る
が
、ほ
と
ん
ど
が
１
年
か
ら

３
年
の
残
留
資
格
を
持
つ
外
国

籍
の
方
で
、国
別
で
は
、フ
ィ
リ

ピ
ン
が
34
人
、中
国
が
19
人
、イ

ン
ド
ネ
シ
ア
が
13
人
、タ
イ
が

常任委員会レポート
予算決算常任委員会 委員長　上　田　孝　二

【
現
地
調
査
】

９
月
３
日
（
水
）

◎
身
延
中
学
校
建
設
に
伴
う
町
道

大
庭
工
業
団
地
線
拡
幅
現
場

◎
身
延
中
学
校
建
設
に
伴
う

地
盤
か
さ
上
げ
現
場

◎
身
延
小
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド整

備
現
場

◎
身
延
町
民
体
育
館
改
修
工
事

　
（
床
面
改
修
）

　
（
照
明
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
）
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５
人
、ブ
ラ
ジ
ル
が
４
人
、そ
の

他
含
め
て
全
体
で
１
０
０
人
。

生
涯
学
習
課
関
係

問　

金
山
博
物
館
の
キ
ャ
ラ
ク
タ

ー「
も
～
ん
父
さ
ん
」が
、ミ
ュ

ー
ジ
ア
ム
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
ア
ワ

ー
ド
で
２
位
だ
と
聞
い
た
が
、

そ
の
内
容
は

答　

博
物
館
、
美
術
館
な
ど
の

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

の
日
本
一
を
決
め
る
も
の
で
、

２
０
１
５
年
か
ら
こ
の
企
画
に

参
加
し
て
い
る
。
今
年
は
１
位

に
は
１
０
０
０
票
以
上
の
差
が

あ
る
が
、
現
在
２
位
と
い
う
こ

と
で
、
身
延
町
と
金
山
博
物
館

の
名
前
は
全
国
に
広
が
っ
て
い

る
と
考
え
て
い
る
。

税
務
課
関
係

問　

賦
課
徴
収
費
手
数
料
の
主
な

支
出
額
は
コ
ン
ビ
ニ
収
納
か

答　

コ
ン
ビ
ニ
収
納
手
数
料

で
、
１
４
４
万
円
。
内
訳
は
、

１
万
２
３
４
９
件
で
収
納
額

は
、
１
億
５
６
０
０
万
円
で
あ

る
。

企
画
政
策
課
関
係

問　

子
育
て
施
策
を
広
く
宣
伝
し

た
ら
ど
う
か

答　

広
く
大
勢
に
知
っ
て
も
ら
う

こ
と
は
重
要
だ
。
現
在
、
子
供

服
等
ブ
ラ
ン
ド「
ミ
キ
ハ
ウ
ス
」

の
無
料
冊
子
へ
の
掲
載
の
申
し

込
み
を
行
っ
て
い
る
。

問　

サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス
誘
致

支
援
事
業
を
実
施
し
た
手
ご
た

え
や
問
い
合
わ
せ
は

答　

３
年
度
、
企
業
と
の
マ
ッ
チ

ン
グ
イ
ベ
ン
ト
に
参
加
し
、
数

社
と
や
り
取
り
を
し
て
い
る
。

産
業
課
関
係

問　

竹
シ
ュ
レ
ッ
ダ
ー
の
使
用
実

績
は

答　

竹
炭
企
業
組
合
へ
管
理
委
託

し
て
お
り
、
実
績
は
年
度
末
に

報
告
を
受
け
、
現
状
は
月
数
回

程
度
の
利
用
で
あ
る
。

福
祉
保
健
課
関
係

問　

配
食
サ
ー
ビ
ス
事
業
と
、
生

き
が
い
活
動
支
援
通
所
事
業
の

利
用
者
数
が
減
っ
て
い
る
と
聞

く
が
ど
う
な
の
か

答　

配
食
サ
ー
ビ
ス
事
業
の
利
用

者
は
、
身
延
が
30
人
、
中
富
・

下
部
が
32
人
、
計
62
人
で
2
年

度
よ
り
5
人
減
っ
て
い
る
。
生

き
が
い
活
動
支
援
事
業
の
利
用

者
は
、
身
延
が
47
人
、
下
部
が

40
人
、
計
87
人
で
昨
年
度
よ
り

10
人
ほ
ど
減
っ
て
い
る
。

問　

買
い
物
環
境
等
実
態
調
査
か

ら
、
具
体
的
な
対
策
を
考
え
て

い
る
か

答　

具
体
的
に
は
ま
だ
決
ま
っ
て

い
な
い
が
、各
課
で
も
検
討
し
、

福
祉
保
健
課
で
は
、
生
活
支
援

体
制
整
備
の
協
議
会
と
一
緒
に

検
討
し
て
い
く
。

学
校
教
育
課
関
係

問　

情
報
通
信
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
環

境
整
備
工
事
の
内
容
は

答　

校
内
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
環
境

拡
充
の
た
め
に
、
Wi-

Fi
機
器

を
増
設
し
、
併
せ
て
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ

ス
ク
ー
ル
構
想
に
よ
り
購
入
し

た
端
末
の
充
電
保
管
庫
の
整
備

を
し
た
。

問　

入
学
支
度
金
に
つ
い
て
、
年

度
途
中
に
支
給
し
た
７
人
は
転

入
か

答　

転
入
者
だ
け
で
な
く
、
区
域

外
就
学
で
町
内
の
学
校
に
通
っ

て
い
た
町
外
在
住
の
児
童
生
徒

が
、
新
築
等
に
よ
り
町
内
に
住

所
を
移
し
た
人
数
も
含
ま
れ
て

い
る
。

問　

向
学
館
事
業
の
講
師
に
つ
い

て
、
民
間
人
の
活
用
を
検
討
し

た
こ
と
は
あ
る
か

答　

講
師
は
教
員
Ｏ
Ｂ
が
ほ
と
ん

ど
で
、
民
間
の
方
を
活
用
し
た

こ
と
は
な
い
。

　
　

教
員
の
再
任
用
制
度
も
始
ま

っ
た
た
め
、
講
師
の
確
保
に
苦

慮
し
て
い
る
。
学
習
指
導
要
領

に
対
す
る
知
見
も
必
要
で
あ
る

た
め
、
民
間
の
方
の
活
用
に
つ

い
て
は
、
研
修
セ
ン
タ
ー
主
事

と
検
討
し
て
い
き
た
い
。

問　

Ａ
Ｌ
Ｔ
配
置
の
効
果
は

答　

生
き
た
教
材
と
し
て
効
果
的

に
活
用
さ
れ
て
お
り
、
特
に
ヒ

ア
リ
ン
グ
面
で
児
童
生
徒
の
資

質
向
上
に
役
立
っ
て
い
る
。

問　

Ａ
Ｌ
Ｔ
配
置
時
間
を
増
や
す

計
画
は
あ
る
か

答　

現
行
の
配
置
時
間
で
、
学
習

指
導
要
領
に
位
置
付
け
ら
れ
た

授
業
時
数
全
て
に
Ａ
Ｌ
Ｔ
を
配

置
で
き
て
い
る
。

施
設
整
備
課
関
係

問　

中
学
校
建
設
用
地
の
交
渉
は

全
て
解
決
し
た
か

答　

建
設
用
地
42
筆
の
う
ち
40
筆

ま
で
所
有
権
移
転
が
済
ん
だ
。

残
り
２
筆
は
、
相
続
人
が
述
べ

83
人
お
り
、
手
続
き
に
時
間
が

掛
か
っ
て
い
る
。
相
続
代
表
者

か
ら
は
同
意
を
い
た
だ
い
た
。

登
記
が
終
わ
る
ま
で
無
償
借
地

と
し
て
契
約
す
る
。

中学校建設予定地（左側は下山小グラウンド）

も〜ん父さん
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問　

新
中
学
校
の
武
道
場
は
柔
道

連
盟
や
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
が
希

望
す
れ
ば
使
用
が
出
来
る
か
。

現
在
あ
る
梅
平
の
武
道
館
は
ど

う
な
る
の
か

答　

新
中
学
校
の
武
道
場
と
体
育

館
は
一
般
開
放
を
す
る
予
定
。

一
般
開
放
時
は
技
術
室
と
武
道

場
の
間
に
管
理
扉
を
設
け
、
校

舎
側
に
人
の
出
入
り
が
出
来
な

い
様
に
対
応
す
る
。
現
在
の
武

道
館
に
つ
い
て
は
、
中
学
校
跡

地
利
用
も
含
め
、
地
区
住
民
の

意
見
を
聞
き
な
が
ら
検
討
を
進

め
て
い
く
。

問　

富
士
川
沿
い
に
出
来
る
バ
イ

パ
ス
と
中
学
校
へ
の
取
り
付
け

道
路
は
計
画
し
て
い
る
か

答　

事
業
窓
口
は
建
設
課
と
な
る

が
、
道
路
を
整
備
し
ス
ク
ー
ル

バ
ス
出
入
り
に
も
使
用
し
た
い

と
考
え
て
い
る
。

交
通
防
災
課
関
係

問　

防
災
備
蓄
倉
庫
を
12
棟
購
入

し
て
い
る
が
、
倉
庫
の
広
さ
と

構
造
、
何
処
に
配
備
し
た
の
か

答　

大
き
さ
は
横
が
３
ｍ
、
奥

行
き
が
1.5
ｍ
、
高
さ
が
２
ｍ
程

度
。
配
備
先
の
12
カ
所
に
つ
い

て
は
、
避
難
所
の
近
く
に
備
蓄

倉
庫
が
無
い
所
に
配
備
し
た
。

　
　

避
難
所
す
べ
て
に
備
蓄
倉
庫

を
整
え
た
こ
と
に
な
る
。

▼
議
案
第
77
号

　

３
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算

産
業
課
関
係

問　

森
林
環
境
譲
与
税
整
備
事
業

の
Ｇ
Ｐ
Ｓ
機
器
と
は
ど
の
よ
う

な
も
の
か

答　

森
林
整
備
事
業
の
際
に
林
班

図
な
ど
と
位
置
情
報
を
合
わ
せ

て
、
現
在
地
が
解
る
も
の
で
、

ま
た
Ｇ
Ｐ
Ｓ
の
精
度
が
高
く
富

士
川
林
業
振
興
会
で
導
入
実
績

が
あ
る
。

問　

下
部
農
村
文
化
公
園
の
ト
イ

レ
及
び
シ
ャ
ワ
ー
室
の
、夜
間
利

用
と
多
目
的
ト
イ
レ
の
利
用
は

ど
う
か

答　

夜
間
の
本
館
の
ト
イ
レ
は
使

用
で
き
な
い
が
、
シ
ャ
ワ
ー
室

は
24
時
間
利
用
で
き
る
。　

　
　

ト
イ
レ
に
つ
い
て
は
食
事
処

の
裏
の
ト
イ
レ
と
国
道
３
０
０

号
側
の
ト
イ
レ
が
夜
間
に
利
用

で
き
る
。
多
目
的
ト
イ
レ
は
本

館
に
１
カ
所
、
国
道
３
０
０
号

側
に
も
１
カ
所
あ
る
。

施
設
整
備
課
関
係

問　

新
中
学
校
建
設
で
使
用
す
る

木
材
乾
燥
の
本
数
は

答　

現
在
実
施
設
計
を
進
め
て
い

る
た
め
、
計
画
段
階
だ
が
、
製

材
を
７
４
２
本
51
㎥
、
丸
太
材

を
８
ｍ
材
６
本
、
５
ｍ
材
８
本

計
画
し
て
い
る
。

問　

乾
燥
期
間
が
短
く
な
い
か

答　

８
ｍ
材
は
自
然
乾
燥
を
行
っ

て
お
り
、
南
部
森
林
組
合
で
は

６
ｍ
ま
で
乾
燥
機
に
て
乾
燥
す

る
こ
と
が
で
き
る
。

▼
議
案
第
78
号

　

３
年
度
国
民
健
康
保
険

　
　

特
別
会
計
補
正
予
算

町
民
課
関
係

質
疑
な
し

▼
議
案
第
79
号

　

３
年
度
介
護
保
険

　
　

特
別
会
計
補
正
予
算

福
祉
保
健
課
関
係

質
疑
な
し

▼
議
案
第
80
号

　

３
年
度
身
延
町
下
水
道
事
業

　
　

特
別
会
計
補
正
予
算

環
境
上
下
水
道
課
関
係

問　

国
道
52
号
切
石
地
内
マ
ン
ホ

ー
ル
修
繕
工
事
の
施
工
時
期
は

い
つ
頃
を
予
定
し
て
い
る
か

答　

国
発
注
工
事
の
た
め
、
施
工

時
期
に
よ
る
が
、
10
月
か
ら
12

月
上
旬
を
想
定
し
て
い
る
。

委
員
長
　
野
島
　
俊
博

▼
議
案
第
71
号

　

あ
け
ぼ
の
大
豆
拠
点
施
設

　
　
　
　
　
　
　

条
例
の
制
定

産
業
課
関
係

問　

拠
点
施
設
の
職
員
体
制
は

答　

現
状
で
は
、
10
人
の
職
員
を

置
い
て
い
る
。
指
定
管
理
し
た

場
合
に
は
、
指
定
管
理
者
が
人

数
を
決
め
る
。

問　

現
在
勤
め
て
い
る
職
員
は
、

指
定
管
理
と
な
っ
て
も
引
き
続

き
雇
用
さ
れ
る
か

答　

指
定
管
理
の
条
件
と
し
て
、

今
の
会
計
年
度
任
用
職
員
を
雇

用
す
る
よ
う
な
仕
様
に
し
た
い

と
考
え
て
い
る
。 

問　

指
定
管
理
者
の
選
定
に
つ
い

て
は
、
公
募
す
る
の
か

答　

公
募
に
向
け
て
検
討
し
て
い

る
。

総
務
産
業
建
設
常
任
委
員
会

国道 300号側のトイレ
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問　

利
用
料
金
の
規
定
が
使
用
料

に
0.8
か
ら
2.0
を
乗
じ
て
得
た
額

の
範
囲
内
に
お
い
て
、
町
長
の

承
認
を
得
て
指
定
管
理
者
が
定

め
る
と
あ
る
が
、
根
拠
は

答　

す
で
に
条
例
化
さ
れ
て
い

る
、「
み
の
ぶ
自
然
の
里
条
例
」

を
参
考
に
決
定
し
た
。
指
定
管

理
者
が
こ
の
範
囲
内
で
料
金
を

設
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う

に
な
っ
て
い
る
。

問　

指
定
管
理
者
の
権
限
に
お
い

て
休
所
日
の
変
更
は
可
能
か
。

ま
た
指
定
管
理
者
の
権
限
の
範

囲
は

答　

必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き

は
、
町
長
の
承
認
を
受
け
て
、

休
所
日
を
変
更
す
る
こ
と
は
可

能
。
ま
た
、「
町
長
」
と
あ
る

の
は
、「
指
定
管
理
者
」
と
読

み
替
え
る
規
定
が
あ
る
の
で
、

こ
の
部
分
に
つ
い
て
も
指
定
管

理
者
が
自
由
に
変
更
で
き
る
。

▼
議
案
第
72
号

　

下
部
農
村
文
化
公
園
条
例
の制

定

産
業
課
関
係

問　

設
置
目
的
に
、
都
市
住
民
と

の
交
流
と
あ
る
が
、
具
体
的
に

ど
の
よ
う
な
こ
と
を
か 

答　

平
成
７
年
度
に
当
施
設
が
つ

く
ら
れ
た
際
に
、
農
業
振
興
と

都
市
住
民
と
の
交
流
を
目
的
と

し
て
設
置
さ
れ
て
お
り
、
農
業

体
験
や
、
味
噌
づ
く
り
体
験
な

ど
に
都
市
住
民
と
の
交
流
を
考

え
て
い
る
。

問　

開
所
時
間
は
終
日
と
あ
る
が
、

管
理
は
誰
が
ど
う
行
う
の
か

答　

キ
ャ
ン
プ
施
設
を
併
設
す
る

関
係
で
、
夜
間
も
営
業
す
る
必

要
が
あ
り
、指
定
管
理
者
に
は
、

夜
間
に
管
理
人
と
い
う
形
で
人

を
配
置
す
る
こ
と
を
想
定
し
て

い
る
。

問　

農
村
文
化
公
園
が
道
の
駅
と

な
っ
て
い
る
が
、
ト
イ
レ
利
用

者
の
ふ
る
さ
と
振
興
館
の
利
用

に
つ
い
て
は
ど
の
よ
う
に
考
え

て
い
る
か

答　

夜
間
の
本
館
利
用
は
、
現
在

の
と
こ
ろ
考
え
て
い
な
い
が
国

道
側
の
駐
車
場
の
ト
イ
レ
が
24

時
間
利
用
で
き
る
。

問　

今
ま
で
、
味
噌
づ
く
り
等
は

誰
が
や
っ
て
い
た
か

答　

主
に
下
部
特
産
物
食
品
加
工

組
合
が
下
部
味
噌
と
し
て
販
売

し
て
い
た
。
ま
た
、
み
の
ぶ
観

光
セ
ン
タ
ー
に
よ
る
味
噌
づ
く

り
体
験
実
施
の
ほ
か
、
下
部
温

泉
女
将
会
が
加
工
施
設
を
利
用

し
て
い
た
。
今
後
も
、
希
望
が

あ
れ
ば
味
噌
づ
く
り
の
体
験
が

で
き
る
よ
う
施
設
の
貸
し
出
し

が
可
能
。

問　

無
休
で
終
日
の
利
用
と
な
っ

て
い
る
が
管
理
人
を
お
け
ば
シ

ャ
ワ
ー
室
や
中
の
ト
イ
レ
は
使

用
で
き
る
の
で
は
な
い
か

答　

開
所
時
間
の
終
日
と
い
う
の

は
、
キ
ャ
ン
プ
施
設
の
宿
泊
者

の
利
用
時
間
を
指
す
も
の
で
あ

り
、
夜
間
の
本
館
の
利
用
に
つ

い
て
は
現
在
の
と
こ
ろ
考
え
て

い
な
い
。
シ
ャ
ワ
ー
室
は
外
か

ら
の
出
入
り
の
み
と
な
っ
て
お

り
24
時
間
利
用
可
能
。

問　

今
ま
で
の
指
定
管
理
者
で

は
、
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
等
に
必
要

な
備
品
の
貸
し
出
し
を
行
っ
て

い
た
が
、
料
金
は
使
用
料
に
含

ま
れ
て
い
る
の
か 

答　

備
品
の
貸
し
出
し
に
つ
い
て

は
、今
後
、新
た
な
指
定
管
理
者

に
管
理
運
用
を
お
願
い
し
た
い
。

委
員
長
　
芦
澤
　
健
拓

▼
請
願
第
２
号

　

�

加
配
定
数
の
振
り
替
え
に
よ
ら

な
い
小
学
校
35
人
学
級
の
実

施
、
中
学
校
で
の
35
人
学
級
の

実
施
、
教
職
員
定
数
改
善
、
及

び
義
務
教
育
費
国
庫
負
担
制
度

拡
充
を
図
る
た
め
の
請
願
書

質
疑
な
し

◎
審
査
の
結
果　

採
択

◎
委
員
会
の
意
見　

　

請
願
の
願
意
は
妥
当
で
あ
る

◎
措
置　

意
見
書
提
出

▼
請
願
第
3
号

　

�

子
ど
も
の
歯
科
矯
正
に
保
険
適

用
の
拡
充
を
求
め
る
請
願
書

質
疑
な
し

◎
審
査
の
結
果　

採
択

◎
委
員
会
の
意
見　

　

請
願
の
願
意
は
妥
当
で
あ
る

◎
措
置　

意
見
書
提
出

教
育
厚
生
常
任
委
員
会

味噌づくり体験
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認
定
第
１
号

▼
２
年
度
一
般
会
計
及
び

特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算
認
定

反
対　

渡
辺
文
子
議
員

〇
後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計

　
　

こ
の
制
度
は
無
年
金
の
方

や
、
家
族
に
扶
養
さ
れ
て
い
る

方
を
含
め
、
75
歳
以
上
の
す
べ

て
の
高
齢
者
が
保
険
料
を
支
払

わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
が
こ

の
医
療
制
度
で
あ
る
。

　
　

２
年
度
の
決
算
で
も
不
納
欠

損
や
収
入
未
済
が
あ
り
、
11
人

の
高
齢
者
が
短
期
保
険
証
と
い

う
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
75
歳

以
上
の
後
期
高
齢
者
が
、
短
期

保
険
証
を
持
っ
て
医
療
機
関
で

受
診
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ

と
に
は
胸
が
痛
む
。

　
　

制
度
自
体
が
高
齢
者
い
じ
め

の
医
療
制
度
で
あ
る
と
の
思
い

か
ら
、
老
人
医
療
制
度
へ
戻
す

べ
き
と
判
断
し
、
反
対
。

〇
介
護
保
険
特
別
会
計

　
　

２
０
０
４
年
に
ス
タ
ー
ト
し

た
介
護
保
険
制
度
は
21
年
を
経

過
し
た
。
制
度
開
始
以
来
、
利

用
者
数
、
事
業
者
数
は
大
幅
に

伸
び
、
よ
り
多
く
の
高
齢
者
に

公
的
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
届
け
る

環
境
を
整
え
て
き
た
と
い
う
点

で
、
介
護
保
険
が
大
き
な
役
割

を
果
た
し
て
来
た
こ
と
は
事
実

で
あ
る
。

　
　

し
か
し
一
方
で
介
護
を
巡
る

厳
し
い
現
実
が
あ
る
経
済
的
な

事
情
の
た
め
必
要
な
介
護
サ
ー

ビ
ス
を
利
用
で
き
な
い
ケ
ー
ス

は
後
を
絶
た
ず
、
家
族
介
護

を
理
由
と
す
る
離
職
者
は
毎

年
10
万
人
前
後
で
推
移
し
て
い

る
。
ま
た
、
介
護
現
場
で
は
深

刻
な
経
営
難
と
慢
性
的
な
人
手

不
足
が
続
い
て
い
て
、
事
業
の

継
続
に
支
障
を
き
た
し
か
ね
な

い
事
態
も
生
ま
れ
て
い
る
。

　
　

こ
れ
ま
で
、
相
次
ぐ
制
度
の

見
直
し
に
よ
っ
て
給
付
は
削
ら

れ
、
利
用
者
負
担
は
引
き
上
げ

ら
れ
、
介
護
報
酬
は
低
く
抑
え

ら
れ
る
一
方
、
介
護
保
険
料
は

上
昇
し
続
け
て
き
て
い
る
。

　
　

年
金
か
ら
天
引
き
で
き
な
い

普
通
徴
収
の
方
の
介
護
保
険
料

の
収
入
未
済
額
は
、
昨
年
の
決

算
よ
り
増
え
て
い
る
。

　
　

誰
も
が
安
心
し
て
必
要
な
サ
ー

ビ
ス
が
受
け
ら
れ
る
介
護
保
険
制

度
に
す
べ
き
で
あ
り
、反
対
。

賛
成　

広
島
法
明
議
員

　
　

認
定
第
１
号
中
の
介
護
保
険

特
別
会
計
に
つ
い
て
、
こ
の
制

度
は
12
年
に
ス
タ
ー
ト
し
、
１

期
３
年
、
３
年
毎
を
１
期
と
し

て
良
い
点
、
悪
い
点
を
し
っ
か

り
検
証
し
、
そ
の
都
度
見
直
し

を
行
い
、７
期
21
年
が
経
過
し
、

3
年
度
か
ら
第
８
期
が
ス
タ
ー

ト
し
た
。

　
　

２
年
度
決
算
は
、
第
７
期

の
最
終
年
度
で
、
国
の
介
護
保

険
制
度
に
基
づ
い
た
決
算
で
あ

る
。
介
護
保
険
が
す
べ
て
の
人

全
員
が
満
足
で
き
る
と
い
う
こ

と
は
困
難
で
あ
る
と
認
識
し
て

い
る
。

　
　

全
国
的
な
傾
向
と
し
て
負
担

が
重
く
て
サ
ー
ビ
ス
が
薄
い
と

の
指
摘
も
あ
る
が
、
本
町
に
お

い
て
は
制
度
に
基
づ
い
て
あ
る

程
度
充
実
し
た
予
算
執
行
と
な

っ
て
い
る
こ
と
を
理
解
し
、
賛

成
。

発
議
第
１
号

▼
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
厳
し
い
財

政
状
況
に
対
処
し
地
方
税
財

源
の
充
実
を
求
め
る
意
見
書

反
対　

渡
辺
文
子
議
員

　
　

消
費
税
の
比
重
を
重
く
し
、

増
税
を
促
す
よ
う
な
意
見
書

は
日
々
、
町
民
の
生
活
と
向
き

合
っ
て
い
る
地
方
議
員
、
地
方

議
会
か
ら
提
出
で
き
る
は
ず

も
な
く
、
固
定
資
産
税
の
緊
急

経
済
対
策
と
し
て
講
じ
た
特

例
措
置
に
つ
い
て
今
回
限
り
の

措
置
と
し
て
、
期
限
の
到
来
を

も
っ
て
確
実
に
終
了
す
る
こ
と

と
表
記
し
て
い
る
。

　
　

軽
減
措
置
を
今
回
限
り
に

と
言
い
切
れ
る
の
か
。
こ
れ
で

は
地
方
議
員
や
地
方
議
会
は
、

地
方
自
治
体
の
財
政
の
こ
と

は
気
に
し
て
い
て
も
、
肝
心
の

地
域
経
済
や
町
民
の
暮
ら
し

の
こ
と
に
は
関
心
が
な
い
と

言
わ
れ
か
ね
な
い
の
で
反
対
。

討　論討　論本 会 議
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組 合 議 会 報 告

◎定 例 会　令和3年 9月 27日（月）　全員賛成にて認定
　　　　　　◆認定第１号　令和２年度決算認定
　　　　　　◆報告第２号　資金不足比率報告

飯富病院組合議会 報告者　野島　俊博

令和３年８月10日（火）

令和３年９月29日（水）

第 2回臨時会第 2回臨時会

第 3回臨時会第 3回臨時会

・議案第67号　手数料条例の一部を改正
・議案第68号　矢細工配水池築造工事請負契約
・議案第69号　身延小学校グラウンド整備　（Ⅱ期）請負契約の一部変更
・議案第70号　健康増進施設整備運営事業の契約

・議案第81号　令和３年度身延町一般会計補正予算（第５号）

議
案
第
81
号

▼
３
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算

問　

今
回
の
補
正
は
コ
ロ
ナ
禍
の

事
業
者
支
援
と
い
う
こ
と
で
、

初
め
て
の
町
独
自
の
事
業
者
支

援
だ
が
、
一
般
町
民
に
は
ワ
ン

だ
ふ
る
商
品
券
配
布
で
助
か
っ

て
い
る
と
思
う
が
、
事
業
者
は

非
常
に
厳
し
い
の
で
、
単
発
で

は
な
く
、
継
続
的
な
支
援
が
出

来
な
い
か

町
長　

国
・
県
の
支
援
に
基
づ
い

て
の
支
援
に
な
る
が
、
今
後
の

感
染
状
況
等
も
見
極
め
な
が
ら

今
後
の
こ
と
も
検
討
す
る
。

問　

飲
食
店
等
支
援
事
業
で
事
業

継
続
の
支
援
と
い
う
こ
と
で
、

グ
リ
ー
ン
ゾ
ー
ン
認
証
施
設

（
要
請
対
象
外
）
に
つ
い
て
は

一
律
20
万
円
に
対
し
、
認
証
未

取
得
施
設
に
は
一
律
５
万
円
で

あ
る
。
そ
の
差
額
の
根
拠
は

観
光
課
長　

国
・
県
の
予
算
配
分
、

ま
た
先
進
実
施
市
町
を
参
考
に

し
て
決
定
し
た
。

町
長　

町
民
が
安
心
し
て
来
店
で

き
る
よ
う
な
認
証
取
得
を
奨
励

す
る
意
味
合
い
も
あ
り
、
差
額

は
妥
当
だ
と
判
断
し
て
い
る
。

問　

取
得
し
た
く
て
も
手
続
き

上
、
困
難
な
ケ
ー
ス
が
あ
る
。

未
取
得
施
設
で
も
そ
れ
な
り
に

感
染
防
止
策
は
講
じ
て
い
る
と

思
う
。
そ
の
点
も
考
慮
し
た
ら

ど
う
か

町
長　

認
証
取
得
の
た
め
の
改
修

費
用
等
も
補
助
制
度
が
あ
り
、

安
心
の
基
準
と
し
て
県
で
全
国

に
先
駆
け
て
の
グ
リ
ー
ン
ゾ
ー

ン
認
証
制
度
な
の
で
、
認
証
取

得
に
ご
理
解
を
頂
き
た
い
。

問　

ど
う
し
て
も
事
情
が
あ
り
、

認
証
取
得
が
困
難
な
店
舗
等
が

あ
る
。
取
得
す
る
た
め
の
補
助

が
出
来
な
い
か

町
長　

認
証
取
得
の
手
続
き
の
支

援
と
し
て
、
ま
た
、
取
得
後
の

支
援
を
含
め
、
商
工
会
に
補
助

金
を
出
し
、お
願
い
し
て
い
る
。

是
非
、
商
工
会
に
相
談
し
て
い

た
だ
き
、
認
証
取
得
に
努
め
て

い
た
だ
き
た
い

問　

今
回
の
事
業
者
支
援
分
の
臨

時
交
付
金
は
１
８
５
４
万
９
千

円
だ
が
、自
治
体
へ
の
臨
時
交

付
金
の
算
定
の
根
拠
は
、ま
た
、

今
後
も
臨
時
交
付
金
が
有
る
か

も
し
れ
な
い
が
、町
民
の
た
め
に

有
効
に
使
っ
て
い
た
だ
き
た
い

町
長　

事
業
者
数
等
の
統
計
に
よ

り
算
定
し
て
い
る
。
今
後
の
交

付
金
に
つ
い
て
は
感
染
状
況
に

よ
る
が
、
交
付
さ
れ
た
ら
、
事

業
者
支
援
、
町
民
支
援
に
活
用

し
た
い
。　

問　

タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
に
よ
る
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
活
用
支
援
と
い

う
こ
と
で
、
60
台
を
用
意
す
る

と
い
っ
た
が
、
集
落
公
民
館
で

も
防
災
面
を
考
慮
し
て
活
用
で

き
な
い
か

企
画
政
策
課
長　

各
地
区
公
民
館

に
20
台
ず
つ
配
備
し
て
、
地
区

公
民
館
利
用
者
を
対
象
に
活
用

し
て
い
た
だ
く
予
定
で
、
そ
の

成
果
を
見
な
が
ら
、
今
後
の
展

開
を
考
え
た
い
。

◎
質 

疑見 本見 本
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第２回臨時会（８月10日）
出席議員全員賛成にて可決されたもの
• 議案第 67号 身延町手数料条例の一部を改正する条例
•議案第 68号 矢細工配水池築造工事請負契約について
•議案第 69号 身延小学校グラウンド整備工事（Ⅱ期）請負契約の一部変更について
•議案第 70号 身延町健康増進施設整備運営事業の契約について

第３回定例会（９月13日）
出席議員全員賛成にて可決・同意・採択されたもの
• 議案第 71号 身延町あけぼの大豆拠点施設条例の制定について
•議案第 72号 身延町下部農村文化公園条例の制定について
•議案第 73号 身延町特産品振興条例の一部を改正する条例について
•議案第 74号 身延町町営バス設置条例の一部を改正する条例
•議案第 75号 身延町家庭的保育事業等の設備及び運営の基準を定める条例の一部を改正する条例について
•議案第 76号 身延町特定個人情報保護条例の一部を改正する条例について
•議案第 77号 令和３年度身延町一般会計補正予算（第４号）
•議案第 78号 令和３年度身延町国民健康保険特別会計補正予算（第２号）
•議案第 79号 令和３年度身延町介護保険特別会計補正予算（第２号）
•議案第 80号 令和３年度身延町下水道事業特別会計補正予算（第２号）
•請願第 2号 加配定数の振り替えによらない小学校35人学級の実施、中学校での35人学級の実施、

教職員定数の改善、及び義務教育費国庫負担制度拡充を図るための請願書
•請願第 3号 子どもの歯科矯正に保険適用の拡充を求める請願

○追加議案
• 同意第 5号 身延町教育委員会委員の任命について（井上敬典氏　新任）
•発議第 2号 加配定数の振り替えによらない小学校35人学級の実施、中学校での35人学級の実施、

教職員定数の改善、及び義務教育費国庫負担制度拡充を図るための意見書案
•発議第 3号 子どもの歯科矯正に保険適用の拡充を求める意見書案

議案に対する賛否議案に対する賛否 
（賛成：○・反対：×・棄権：△・欠席：欠）

伊
藤
雄
波

伊
藤
達
美

望
月
悟
良

赤
池　

朗　
　
　

上
田
孝
二

田
中
一
泰

野
島
俊
博

河
井　

淳

芦
澤
健
拓

福
與
三
郎

渡
辺
文
子

川
口
福
三

広
島
法
明

柿
島
良
行

第
3
回
定
例
会

●決算 ●
議
長
は
採
決
に
参
加
し
な
い

認定第1号
令和２年度身延町一般会計及
び特別会計歳入歳出決算認定
について

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○

●意見書

発議第1号
コロナ禍による厳しい財政状
況に対処し地方税財源の拡充
を求める意見書案

○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ × ○ × ○ ○

第
3
回
臨
時
会

●補正予算

議案第81号 令和３年度身延町一般会計補正予算（第５号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○
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町長行政報告
望月　幹也 町長

中
部
横
断
自
動
車
道
全
線
開
通

　
　
　

地
域
雇
用
の
創
出
、
観
光
振
興
等
、
取
り
組
み
た
い

◇
は
じ
め
に

　

新
型
コ
ロ
ナ
第
五
波
の
感
染

拡
大
は
未
だ
終
息
が
見
え
ず
、変

異
株
が
猛
威
を
振
る
っ
て
お
り
、

長
期
間
に
わ
た
る
経
済
並
び
に

生
活
へ
の
影
響
が
懸
念
さ
れ
、町

と
し
て
も
、あ
ら
ゆ
る
手
立
て
を

模
索
し
、町
民
の
皆
様
が
一
日
も

早
く
日
常
生
活
を
取
り
戻
す
よ

う
努
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

●
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク

チ
ン
接
種

　

優
先
接
種
順
位
に
基
づ
く
高

齢
者
向
け
の
接
種
が
７
月
末
を

も
っ
て
終
了
し
、
希
望
し
た
高

齢
者
の
接
種
率
は
87.1
％
。　
　
　

　

８
月
か
ら
64
歳
以
下
の
一
般
の

人
へ
の
接
種
も
始
ま
り
、こ
こ
へ
き

て
ワ
ク
チ
ン
供
給
の
目
途
も
立
ち
、

12
歳
以
上
の
希
望
す
る
人
へ
の
接

種
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。幸
い

に
も
接
種
後
に
重
篤
な
副
反
応
等

の
症
状
が
出
た
人
は
な
く
、こ
れ

か
ら
も
安
心
、安
全
で
円
滑
な
接

種
に
向
け
て
鋭
意
努
め
て
い
く
。

●
中
部
横
断
道
の
全
線
開
通

　

８
月
29
日
に
念
願
の
中
部
横

断
自
動
車
道
南
部
区
間
開
通
で

全
線
が
開
通
し
、
新
東
名
高
速

道
路
と
中
央
自
動
車
道
が
高
速

道
路
で
直
接
つ
な
が
る
こ
と
に

よ
り
、
新
た
な
高
速
道
路
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
が
形
成
さ
れ
、
物
流
・

人
流
の
活
性
化
が
期
待
さ
れ

る
。
今
後
は
、
企
業
誘
致
等
に

よ
る
地
域
雇
用
の
創
出
や
、
富

士
山
を
囲
む
広
域
周
遊
観
光
ル

ー
ト
の
形
成
に
よ
る
観
光
振
興

等
、
全
力
を
挙
げ
て
取
り
組
ん

で
い
き
た
い
。

●
ワ
ン
だ
ふ
る
商
品
券
給
付
事
業

コ
ロ
ナ
禍
で
長
期
間
に
わ
た
る

経
済
へ
の
影
響
が
懸
念
さ
れ
て

お
り
、
本
年
度
も
、
一
人
２
万

円
の
商
品
券
を
給
付
し
、
町
内

の
事
業
者
へ
の
支
援
と
、
地
域

の
消
費
喚
起
を
促
し
、
景
気
を

下
支
え
す
る
と
と
も
に
元
気
な

町
を
取
り
戻
す
た
め
に
実
施
。

●
町
税
等
の
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー

ド
収
納

　

７
月
か
ら
納
税
環
境
の
整
備

を
一
層
推
進
す
る
た
め
、ク
レ
ジ

ッ
ト
カ
ー
ド
に
よ
り
、個
人
町

県
民
税
、固
定
資
産
税
、国
保
税

の
納
付
が
出
来
る
よ
う
に
な
り
、

４
年
度
か
ら
は
軽
自
動
車
税
を

追
加
し
て
４
税
目
に
な
る
。

●
下
部
農
村
文
化
公
園
施
設
の

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

　

平
成
９
年
の
オ
ー
プ
ン
か
ら

25
年
が
経
過
し
て
お
り
、
施
設

を
改
修
し
、
既
存
施
設
の
機
能

改
善
に
加
え
、
コ
ワ
ー
キ
ン
グ

ス
ペ
ー
ス
、
キ
ャ
ン
プ
場
等
を

新
設
す
る
こ
と
で
、
幅
広
い
層

の
集
客
と
と
も
に
、
バ
ー
ベ
キ

ュ
ー
施
設
、
加
工
体
験
室
な
ど

既
存
施
設
の
利
用
促
進
の
効
果

も
期
待
さ
れ
、
公
園
全
体
の
活

性
化
を
図
っ
て
い
き
た
い
。

●
あ
け
ぼ
の
大
豆
拠
点
施
設
の

条
例
制
定

29
年
度
か
ら
町
が
運
営
し
て
い

る
が
、今
後
、更
に
こ
の
強
化
を

図
る
た
め
、４
年
度
か
ら
指
定
管

理
者
制
度
に
よ
り
民
間
活
力
の

導
入
を
検
討
し
て
お
り
、公
の
施

設
と
す
る
必
要
が
あ
り
、条
例

制
定
を
審
議
し
て
い
た
だ
く
。

●
西
嶋
和
紙
の
里
・
み
す
き
ふ
れ
あ

い
館
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン

　

７
月
11
日
に
万
全
の
感
染
症

対
策
を
講
じ
な
が
ら
、「
オ
ー
プ

ニ
ン
グ
イ
ベ
ン
ト
」を
開
催
し
、

甲
州
身
延
太
鼓
の
奏
、西
嶋
神

楽
団
に
よ
る
神
楽
の
奉
納
、観

光
大
使「
Ｎ
Ｙ
Ｔ
」の
演
奏
が
披

露
さ
れ
、開
館
を
お
祝
い
し
た
。

　

今
後
は
、
地
域
振
興
の
拠
点

と
し
て
民
間
と
の
連
携
な
ど
新

た
な
取
組
み
を
含
め
様
々
な
取

組
み
を
行
な
い
な
が
ら
、
地
域

活
性
化
を
進
め
た
い
。

　【他
に
話
さ
れ
た
こ
と
】

•

普
通
交
付
税
の
増
額

•

身
延
小
グ
ラ
ン
ド
整
備
工
事



No.68 みのぶ議会だより　18

★モニター通信（P14 ～ 15）
●「議会だより」の中で、一番興味深く
読むことができる。「モニター通信」
は、ごく一部の町民の見解だが、「町
民と議員の懇談会」に参加するに
は、普段から関心を持っていないと
できないことで、限られた時間内で
理解して意見を述べることは、私に
はかなり大変なことです。この「議
会だより」では、項目別に考えられ
たり、普段意識していなかったこと
を見直したり、理解していないこと
に気づいたりできる。「モニター通
信」では、みなさんの関心のあるこ
とや問題点などわかるのがいいと
思っている。それでも、すべての項
目にコメントできないことが多い。

●自分の報告も記載されているの
か、他のモニターの方はどんな考
え方があるのか参考となる。町（当
局）の方も、モニターの意見を参考
にしてもらいたい。

●モニターの皆さんの熱意が伝わって
きて、毎回とても楽しみで考えさせ
られながら読ませて頂いています。
「一年前の議会だよりと比べてみま
した」とあり、一瞬はっとした気が
しました。忙しく目の前の事だけを
こなしていく毎日が続いていたので、
時には立ち止まって振り返れる余裕
を持つことも必要だと感じました。

●様々な感想などを楽しみに読ませ
ていただいています。大変参考に
なる意見等もあり、賛同してみたり
考えたりしています。ところでこの
コーナーに対する議会・町職員から
の反応などはあるのでしょうか。

★町政全般についての意見、要望等
●議会だよりでも町のキャラクター（みのワン）の積極的な利用をはかってほしい。
●デルタ株による新型コロナウイルスの感染拡大が驚くほどの状況になっていま
す。幸い身延町では、それほどでもありませんが、いつどうなるか不安です。ワク
チン接種では、役場職員が手分けで会場運営に当たるなど、頑張ってくださって
いるのを、目の当たりにしました。本当にご苦労様です。町長さんも、接種後の待
機場所で副反応が出た場合に備えて見守り活動に参加されていました。なかな
か、できないことだと感心しました。異常気象による自然災害や感染症拡大等、
不足の事態に備えて、初動体制を構築することが肝要であると強く思いました。

●3・6・8歳の子供がいますが、もう2年プール・キャンプ・おまつり・盆踊り、
何もできません。外出自粛をしているのでどこにもつれて行けません。「ク
ラフトパークに行きたい」と言われても県外から沢山人が来ているのでな
かなかつれて行けません。コロナの中、難しいと思いますが、何か子供達が
喜ぶ事を考えてほしいです。

●中部横断道の全線開通に伴い、車の流れも大分変ってくると思うので、これ
からどんな影響が町にあるのか、そうした状況を見据えたうえで、町の発
展の方向性を示してほしい。

★身延町議会議員報酬適正化
　  検討特別委員会報告（P12）
●最近、“議員のなり手がいない”な
どの話をよく耳にします。それは純
粋に興味がないのと議員になる魅
力がない、その両方だと感じていま
す。それをどういった形で解決して
いくのか、個人的にはとても興味が
あります。どこの市町村でも、じゃ、
なるのかと言われても中々立候補
する方が表れない現状、他の市町
村も参考にしながら身延町として
考えていく事が大事だと思います。

●今まで議員報酬について関心をもっ
て見てこなかったと反省します。議
員の仕事を考えた場合、資料集めや、
住民の要望の聞き取り、国県その他
の政策に係わる学習等々、多方面で
の活動が必要です。それらを保証で
きる報酬をめざすべきです。山梨県
での中では、それほど低いようには
見えませんが、全国的なレベルでは
かなり低いように聞いています。

●県内町村議員の報酬額に、これだけの
格差があることを知りませんでした。
妥当な月額はどれくらいなのか、増額
する場合はどうやって捻出するのか、
検討する時期にきていると感じました。

●適正だと思います。増額すべきと考え
るなら、議員数を減らすなどし、もっと
目に見える活動をすべきと思います。

★おじゃまします。（P16）
●継続は力なりです。今後もがんば
ってください。

●身延山門内おかみの会、門内だけで
45人女性の会員店先で見事に咲
いた蓮の花、淡いピンク色鮮やかで
すね。花を楽しむ、太陽の光があま
り当らない午前10時ぐらいまで
が一番色が濃く見えるそうです。無
事の成長を願う45人の心が一つ
に、見事な大輪になったのですね。
会員同士良くまとまってますね。

●観光地である門内の景観形成に地
域活動の一環として取り組まれて
いるのには感心しました。地元の課
題を住民が率先して取り組む姿は
他の地域も見習うべきかと存じま
す。行政こうした地域活動の後押し
をするべきではないでしょうか？
身延町も広い町です。地域によって
抱える課題は様々です。そしてそれ
ぞれの課題に一番精通しているの
も地域です。地域住民は嫌な課題
から目を背けることなく対応する
勇気を持って頂きたい。そして、そ
の課題と意向をくみ上げる努力を
行政・議会は意識して頂きたい。そ
うした仕組みを考えて頂きたい。一
地域の活動を広く町民に啓蒙する
取り組みとして、このページは評価
できるものと思います。

●門前町は身延町の顔の役割を担って
いると思うので、これからも美しい景
観を育てていってほしいと思います。

●すてきな取り組みですね。身延町
を元気に、魅力ある町に、地域の
コミュニケーション活性化の為
に。これからの新しい「風」を吹
き込むのは女性パワーです。

★町長行政報告（P13）
●コロナ関連の暗い記事が多い中、中部
横断自動車道の全線開通はとても明
るいニュースです。当初、賛否両論あ
った道路でしたが、快適かつ便利で今
ではあまり否定するような話も聞き
ません。この道路が開通する事によっ
て変化する経済、人口、産業など今動
いても決して早くはありません。この
道路の影響をどのように地元に落と
し込むか、腕の見せ所だと思います。

●町内事業者支援ということで、共
通券を町内事業者に使った場合
のみ、景品が当たるワンだふる抽
選会は、よく考えたものだなあと
感心します。共通券で町内事業
者から、何か買おうと考え始めた
ら、眠れなくなりそうだワン。

●子育て世代への補助金制度など、他
町にもない制度は良いと思うが、私の
回りの高齢者などを見ると低所得で
ありながら税金は高いと感じている
方がいます。そういう方への町民サー
ビス等も検討していただけませんか。
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★表紙について（P1）
●コロナの状況下、見に行くことも
自粛しました。本当なら非常にお
めでたい、歴史的なイベントだ
と思いますが、複雑な気持ちで
いました。どんなふうに聖火リレ
ーを迎えたらいいのか、どんな
ことがこの状況下に行われたの
か知りたい気持ちになりました。

●コロナの中での聖火リレーでし
たが、特別な事ですから、良い思
い出にしてほしいです。

●聖火リレーからオリンピックまで
とても楽しい一時でした。コロナ
が無かったら盛り上がったと思
うのが残念ですが、自分の家の前
を聖火が通ったことはいい思い
出になりました。ただ写真の構図
がこれじゃ身延を走っている感
が伝わらないので少し残念です。

★一般質問（P2 ～ 6）
●返礼品を充実させて、納税意欲が
高められるといいと思う。令和元
年度の実績は議員の発言からわか
るが、ふるさと納税制度が始まっ
てからの、我が町への納税の状況
を公表してほしいと思う。
コロナ感染症に関する議題が中心だ
と思いますがその中、町の産業等発展
の為の質問も出ています。コロナ感染
症対策や町のいろいろな施策につい
て今の状況が町民の代表として質問
くださっているのでよくわかります。

●運良くコロナ感染者も抑えられて
いるので、このまま継続して感染症
対策を頑張っていただきたい。た
だ、イベントを中止せざるを得ない
状況が続いている。経済活動にも
大きな影響が出ているため、町とし
ても事業所への協力を今まで以上
にお願いしたい。ワクチン接種会場
での対応がとても大変なようで、職
員の皆様には感謝しております。コ
ロナ禍がいつまで続くかわかりま
せんが、頑張ってください。あけぼ
の大豆がよく取り上げられている
が、これは販売事業かと思うので、
商工会主導に切り替えてしまって
も良いのではないか？町が運営す
ることでも無いような気がする。実
際、大豆のスープも町内で販売して
いるのを見かけない。これは、町の
事業所と役場が上手く連携が出来
ていない証拠で、商工会の方が事
業所とは繋がりが深い。利点をもっ
と上手く活用してもらいたい。

●あけぼの大豆栽培活動をしておりま
すが有害鳥獣（鹿・鳩）被害に士気が
落ちます。行政の電柵補助金なども
規定があり、作付けを広げて行こう
とする営農者に取っては、個人での
対策費用がばかになりません。行政
からの細やかな援助を期待致します。

●中部横断道全線開通による新たな
経済効果等施策はここにしか無い
何か、かなり魅力ある事がなけれ
ば身延町には立ち寄ってもらえな
いのではないかと思います。

★民生委員児童委員へのアンケート（P11）
●直接的にかかわっている民生委員
児童委員さんの意見なので、一般の
方がどう感じているのかよくわか
ります。しかし、これがただの苦情、
要望になるのではなく、ここからど
ういった形で議員活動につなげて
いくのかが重要です。このアンケー
ト、意見がどんな形で議会に出てく
るのかを見守りたいと思います。

●アンケート結果は理解できた。議員、
町当局も意見要望を真摯に受けと
め、議員活動にいかしてもらいたい。

●町民の生の声を知る事ができた。意
見や要望は様々ですが、それぞれ
に現状が分かり、貴重な意見要望だ
と思います。是非、議員の方々は参
考にされ、町民の望みを叶えられる
様、議会にも反映される事を願う。

●対面懇談会はそれなりに大事な事
と思いますが、むしろアンケート形
式の方が率直な意見、多様な意見
を頂ける様な気がします、その他
の意見も聞きたいと思いました。

★討論・議案に対する賛否（P10）
●議会だよりとして必要なのかもし
れないが、特に反対者の意見をと
りあげてみても良いのではないか。

●このページだけでは流れがよくわか
らないです。議員さんたちがどう考
えて議案の審議に取り組んでいる
のか、もっと明らかにするべきです。

●議案第54号の反対議員の意見が
紙面中に見つけられなかった。9
頁に記載されている「第1回臨時
会」の様に簡単な内容コメントが
あると内容について関心と理解が
深まると思います。

★常任委員会レポート（P7・8）
●テレワークやワーケションの基礎
となる公衆Wi-Fi 整備の基本イン
フラ無しに言葉だけの予算で終わ
っている。企画政策課と観光課は
相互に連携は出来ないのか？コロ
ナに関して、児童生徒学生の扱い
が不明。福祉保健課と学校教育課
の連携も見えない。体制の縦割りを
考え直す絶好の機会ではないか。

●予算決算委員会は一番大事な委
員会だと思う。前にもモニター
通信で、質問者の名前が欲しい
旨の記載があったが、そのとお
りだと思った。改選にあたり、無
難な質問だけでなく町の発展に
つながる質問であってほしい。

●狭いスペースの中に短くまとめ
られていて、いつも大変だなと
思って読んでいます。もう少しペ
ージを増やすとか出来ませんか。

●委員会の方々の活動がよく分か
りませんが、事業するには予算が
必要で、予算は税金となるとやは
り町民の目も厳しくなりますが、
その上で議論されるのですから、
町民目線で町民の為に活躍され
る委員会でいてください。

●いつも感じる事なのですが、「議
論のキャッチボール」がなく、読
者としてはもう少し具体的な質
疑・答弁が欲しい。

★組合議会報告（P9）
●いつも、報告、議案だけ記されている
が、議論とかしていないということ
なのか。町民は知らなくていいのか。

●前回のモニター結果で本ページの
工夫が必要とご意見があったと思
います。反映されている様に思え
ませんが、このままが適切である
とのご判断でしょうか。モニター側
から意見を寄せるだけより、良い
部分は取り入れてもらえると、他
のモニターの皆さんもきっとやり
がいに繋がって嬉しいと思います。

●広報発行の編纂・発行の業務は
限られた紙面の中に多数の意見
等を集約しなければならず、大
変な作業と察します。しかし、町
民の議会及び町政への参画を促
す手法としては極めて重要な冊
子であります。これからもご尽
力をお願い致します。

（議会だより№67の意見・感想等）
議会広報モニターの皆様のご意見・
ご感想等を要約したものです。貴重な
ご意見等を参考に、町民の皆様の「心
に伝わる」議会だよりを目指します。

モニター通信



活動内容
週一回の練習を行っています。
（年間大会数は3～ 5大会
  試合数　合計約12試合。）
・最近の成績は、
 2018年
　「�県シニア大会優勝し、全国
大会へ」

 2019年
　「関東大会出場（初戦突破）」

入団希望者は大歓迎です。

あゆみ
　ソフトボールは、昔から庶民のスポーツ
として愛され、地域の活性化と仲間の拠り
所として活動して来ました。
　下部クラブが前身で、身延町の合併を期
に年代別での選手層には限界がある為、中
富・身延地区の有志選手仲間に声を掛け、
合同チームとし活動を始め平成 18 年に
「身延体協ワイルドバード」に改名して現
在活動しています。
　現在の登録部員数は、17人
　（平均年齢 65歳）
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身延体協 ワイルドバード
「生涯現役」（歳はとっても身体は若い）

2018年　県シニア大会優勝
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お問い合わせ

「ワイルドバード」
代表　渡辺 伸政

〒 409-2933 身延町岩欠 455
☎ 0556-36-1390

編 集 後 記

おおじじ まましし すすままゃゃ
みのワン


